
オートメーション
インバータ、モータ、小容量電源、
計測機器・センサ、
FAコンポーネント、FAシステム、
駆動制御・計測制御システム、誘導炉

社会ソリューション
鉄道車両用駆動システム・ドアシステム、
船舶・港湾用システム、
放射線機器・システム

ITソリューション
ICTに関わる機器・
ソフトウェア

設備工事
電気工事、
空調設備工事
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市場動向と事業機会

グローバルで脱炭素化に係る環境対策、自動化、DXなど

への設備投資が今後一層期待されます。

オートメーションは、新型コロナウイルス感染症拡大による中

国ロックダウン影響、半導体をはじめとする世界的な部材調達難

影響などにより、コンポーネントの需要は不透明な状況が継続し

ていますが、東南アジア・インドの市況は、コロナ禍から緩やかな

回復基調が続くと予測しています。プラント・システムは、鉄鋼や

化学分野において生産性向上に向けた更新需要や高機能化、電

動化、カーボンニュートラル関連の戦略投資が期待されます。

社会ソリューションは、鉄道分野は更新需要に伴う投資が

継続、船舶分野は、電動化、港湾の脱炭素化に向けた取り組

みが各国で動き始めており、環境対応商材のマーケットが拡

がり始めています。

ITソリューションは、行政や自治体、オフィスでのデジタル

化、テレワークに伴う需要増が見込まれ、今後は産業における

DX市場での新規需要も見込んでいます。

2021年度は、ITソリューションの前年度大口案件の影響に

よる売上減少があったものの、低圧インバータやFAコンポー

ネントを中心にオートメーションの需要が拡大し、営業利益率

は7.3%に高まりました。

2022年度は、中国ロックダウンや部材調達難の影響が想

定されますが、工作機械や半導体製造装置、鉄鋼・化学など

の素材メーカーでは設備投資が堅調に推移すると見込んでい

ます。加えて、DXニーズの高まりによるオートメーションおよ

び ITソリューションの需要増を主因に、売上高は対前年度249

億円増加の3,490億円、営業利益は30億円増加の268億円、

営業利益率は7.7%を計画しています。

2021年度実績・2022年度計画

コンポーネント製品のプラットフォーム化
コスト競争力を強化し、着実に収益を上げられる体制を構築

するため、コンポーネントのグローバルでの「地設・地産・地消」

体制を強化しています。2022年度は、インドと欧州で生産機

種を拡大し、2023年度に米州で低圧インバータのノックダウ

ン生産を新規に立ち上げ、グローバル6極生産体制（日本、中

国、東南アジア、インド、欧州、米州）を構築し、収益力の強化

を図ります。

また、製品の主要構成部品を共通化するプラットフォーム化

を進めており、適用製品を拡大しています。プラットフォーム化

により、大幅な部品点数の削減、調達・生産コストの低減、材

料在庫の圧縮などを実現し、収益性の改善に貢献します。加

えて、部品を共通化しているため、代替部品への置き換え対応

を容易にし、部材調達難対策にもつなげていきます。

中国・東南アジア・インド市場での新製品展開による 
海外事業拡大

これまで海外での生産、エンジニアリング体制を整備し、パー

トナー強化などの取り組みを進めてきましたが、海外で競争力

あるグローバル製品の展開により事業拡大を図ります。

中国では、コンポーネントを中心に注力分野である機械セッ

トメーカーや素材プラントなどへの開拓を進めるなか、環境対

策の一つとして誘導炉の需要が高まっています。国内シェア 

No.1の実績とパワエレ技術、解析・制御技術を活用した高効

率のグローバル誘導炉により、売上拡大を図ります。

東南アジアやインド向けには、鉄鋼や化学などの素材プラ

ント向けに使いやすさを追求したエンジニアリング支援ツール

としてグローバル制御システムの開発に取り組んできました

が、2022年度の市場展開を計画しています。

差別化商材による鉄道・船舶分野の事業拡大
鉄道分野では電気式ドアシステムが公共交通機関からメン

テナンスの容易性、安全性・信頼性で高い評価をいただいてい

ます。プラットフォーム化した信頼性の高い電気式ドアシステ

ムでグローバルに事業拡大を図ります。

船舶・港湾分野では、国内で国土交通省主導による港湾の

脱炭素化を目指すカーボンニュートラルポート形成に向けた具

体的な検討が始まっています。これまでの実績や総合的な提

案力・製品群を強みに、船舶の電動化、陸上から船舶への給電

システムなどにより事業拡大を図ります。

重点施策

執行役員常務
パワエレ インダストリー事業本部長

鉄谷 裕司

地設・地産・地消体制の構築、
グローバル新商材の投入により、
海外事業の拡大に取り組みます。

パワエレ インダストリー

主な向け先 空調・水処理設備、機械セットメーカー、
電力会社、素材プラント（鉄鋼、化学など）、
鉄道会社、造船会社、官公庁・自治体

強み ・ パワー半導体を搭載したパワエレ機器の
早期開発

・ 顧客用途に応じた幅広い製品ラインアップ
・ 豊富な納入実績により蓄積したエンジニア
リング力

事業内容
2021年度売上高

3,241億円

海外注力地域の商材

業績推移（億円）

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
経営計画
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オートメーション 社会ソリューション 設備工事
連結調整他

ITソリューション
営業利益率

-222 -284 -181

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益
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制御システム

回転機
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計測機器

計測機器

サーボシステム
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サーボシステム

サーボシステム
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※2022年度市場展開予定※生産機種拡大中

※売上構成比率はセグメント間の内部取引等を消去・調整する前の金額に基づき算出しています。

※ 2021年度実績は、2022年度の事業組替を反映し、表示しています。
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